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2022 年 11 月 30 日 

  公益財団法人都市緑化機構 
積水ハウス株式会社 

 

都市における企業緑地の生物多様性評価の視点を強化 

～都市緑化機構は積水ハウスの協力を得て「緑の認定」SEGESにおける生物多様性評価を強化します～ 

 

 公益財団法人都市緑化機構は、都市緑地の生物多様性保全・回復の推進に向けて、運用する「緑の認定」に

おける生物多様性評価の視点を強化しており、積水ハウス株式会社は 2022 年 12 月 1 日より、「5 本の樹」計

画による 21 年間の都市の生物多様性保全推進活動の知見とネイチャー・ポジティブ方法論を都市緑化機構に提

供するなどの協力を行います。 

 

 
都市緑化機構の SEGES 認定受けた企業緑地 

 

この度、都市緑化機構は、琉球大学理学部久保田教授と連携して進めてきた積水ハウスのネイチャー・ポジ

ティブ方法論を用いて、全国 87 か所の SEGES 認定緑地を評価し、各地の生物多様性への貢献程度や、生物多

様性の保全ポテンシャルの可視化を試みます。 

 

都市緑化機構は 2013 年より公益財団法人として、都市に緑をつくり、まもり、育てる活動に取り組んでい

ます。「SEGES（社会・環境貢献緑地評価システム）」は、2005 年から運用している社会、環境に貢献し、

良好に維持されている企業緑地とその取り組みを第三者評価により認定する制度で、90 の企業・団体、105 か

所の緑地が認定されています（2022 年 10 月現在）。 

 

これまで、民間企業による緑化推進活動は、都市での緑地の保全、創出によるヒートアイランド現象の緩和

や良好な景観形成、レクリエーションやコミュニケーションの場の提供などとして評価される反面、生物多様

性保全・回復の観点からの貢献について定量的に評価することは難しく、企業緑地が果たしている役割や価値

を十分に評価・可視化できないという課題が残っていました。 
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近年、生物多様性保全への動きが世界的に加速する中で、都市における緑化の推進を担ってきた民間事業者が

所有する緑地が、生物多様性の保全・回復にどの程度貢献できているか客観的に示すことの重要性が高まって

いました。 

 

生物多様性の定量評価が進み、都市緑化機構が認定する企業緑地が都市の生物多様性にどの程度貢献できて

いるかを把握することができれば、企業において、より積極的な活動の促進とさらなる生物多様性保全・回復

に向けた具体的な取り組みが進むことが期待できます。 
 

積水ハウスの「5 本の樹」計画は、日本古来の里山思想を取り入れた生物多様性保全推進活動です。日本各

地の郊外にある里山と都市の緑地が繋がることで生態系ネットワークの回復、保全が促され、都市に生き物を

招くことができるようになります。ネットワーク型の緑化は、企業一社だけではなく、多くの企業が取り組む

ことで有機的なつながりが生まれ生物多様性保全への効果を発揮するものです。 

 

都市緑化機構は、本取り組みにおいて、SEGES の強化と都市緑化における生物多様性保全、創出する企業緑

地のネットワークの拡大を目指しています。 

 

 

公益財団法人 都市緑化機構公式サイト：https://urbangreen.or.jp/ 

SEGES「緑の認定」公式サイト：https://seges.jp/ 

積水ハウスの生物多様性保全の取り組み：https://www.sekisuihouse.co.jp/gohon_sp/ 
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（別紙） 

 

●都市緑化機構について 

 2013 年に内閣府より公益認定を受け、都市に緑をつくり、まもり、育てる活動に携わる市民、事業者、公共

団体等による様々な取組みを支援するとともに、都市の緑に関する調査研究、情報提供、普及啓発を通して、

緑豊かなまちづくりに貢献する財団法人です。 

 

●「緑の認定」SEGES について 

民間事業者が所有、管理する緑地の価値と取り組みが市民や環境、社会にとっていかに素晴らしいものである

かを客観的に評価する制度で「そだてる緑」「都市のオアシス」「つくる緑」の 3 つの部門があります。 

 「そだてる緑」：事業者が所有する面積 300 ㎡以上の緑地の優良な保全、創出活動を認定 

 「都市のオアシス」：快適で安全な都市緑地を提供する取り組みを認定 

 「つくる緑」：開発、建築に伴う敷地面積 3,000 ㎡以上の優良なプロジェクトを認定 

 SEGES は、住友林業株式会社の特別協賛をいただき、実施しております。 

 

●積水ハウスの「5 本の樹」計画について 

「5 本の樹」計画は、積水ハウスが 2001 年から生物多様性保全の取り組みとして、お客様のご協力のも

と、生態系に配慮した造園緑化事業として開始したプロジェクトです。“3 本は鳥のために、2 本は蝶のため

に、地域の在来樹種を”という思いを込め、日本古来の里山をお手本として、その地域の気候風土・鳥や蝶など

と相性のよい在来樹種を中心とした植栽にこだわった庭づくり・まちづくりを提案しています。2021 年度の

「5 本の樹」をはじめとした年間の植栽本数は 101 万本、2001 年の事業開始からの累積植栽本数は 1,810 万

本を達成しました（2022 年 1 月現在）。2019 年からは琉球大学久保田研究室・株式会社シンクネイチャーと

共同検証を進めており、2021 年には、生物多様性保全効果の実効性を、樹木本数・樹種・位置データと生態系

に関するビッグデータを用いて、世界で初めて都市の生物多様性の定量評価の仕組みを構築し、「ネイチャ

ー・ポジティブ方法論」として公開しました。 

 

●積水ハウスと都市緑化機構の関わり 

 2015 年に新梅田シティ「新・里山」と「希望の壁」が SEGES から都市のオアシスに認定されました。そし

て、2016 年には「緑の都市賞」において最上位の「内閣総理大臣賞」を受賞しました。 

 

 


